
 

ｑ 

  

第 33 号                 自治会通信              平成 29 年 7 月 

 
 

    

 

ご

挨

拶

 

 

雨

に

濡

れ

た

紫

陽

花

の

花

が

鮮

や

か

に

咲

き

賑

わ

う

こ

の

季

節

。

平

素

は

地

縁

団

体

内

膳

町

自

治

会

の

運

営

に

格

別

の

ご

協

力

と

ご

理

解

を

賜

り

、

厚

く

御

礼

申

し

上

げ

ま

す

。

 

 

さ

て

、

こ

の

度

の

通

常

総

会

に

於

き

ま

し

て

、

ふ

た

た

び

会

長

に

ご

推

挙

い

た

だ

き

ま

し

た

。

も

と

よ

り

非

学

浅

才

の

身

で

は

あ

り

ま

す

が

、

新

役

 

 

 

員

の

皆

様

方

と

共

に

力

を

合

わ

せ

、

開

か

れ

た

自

治

会

運

営

を

、

そ

し

て

明

る

く

安

心

安

全

な

町

、

住

ん

で

良

か

っ

た

町

内

膳

町

を

目

指

し

て

ま

い

り

ま

す

。

 

 

皆

様

方

の

ご

支

援

、

ご

協

力

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ

ま

す

。

 

地

縁

団

体

 

内

膳

町

自

治

会

 

 
 

会

長

 

田

中

 

眞

幸
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防

災

会

だ

よ

り 

ク
イ
ズ 

こ
こ
は
ど
こ
で
す
か
？ 

の

答

え 

 

内

膳

町

二

丁

目

に

あ

り

ま

す

地

蔵

さ

ま

を

お

ま

つ

り

し

て

い

る

場

所

で

す

。 

そ

の

昔

、

旧

内

膳

池

の

南

西

端

（

現

在

の

す

み

れ

ホ

ー

ル

の

９

メ

ー

ト

ル

南

あ

た

り

、

古

代

の

道

路

の

横

大

路

傍

に

、

祀

ら

れ

て

い

ま

し

た

古

い

歴

史

あ

る

地

蔵

石

碑

で

す

。

内

膳

池

の

開

発

す

る

に

あ

た

り

道

路

の

敷

設

の

為

に

、

内

膳

町

自

治

会

は

市

役

所

と

の

協

議

の

結

果

、

埋

め

立

て

工

事

前

に

、

二

丁

目

の

内

膳

大

師

講

敷

地

内

に

移

転

し

て

、

末

永

く

管

理

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

そ

し

て

、

関

西

地

方

に

広

く

定

着

し

て

い

ま

す

古

く

か

ら

の

地

蔵

祭

り

を

毎

年

開

催

し

て

、

町

の

歴

史

を

大

切

に

し

て

い

ま

す

。 

今

年

の

地

蔵

祭

り

は

７

月

23
日

（

日

）

午

前

11
時

か

ら 
 

 

内

膳

大

師

講 

敷

地

内

で

開 

催

し

ま

す

。 

皆

様

の

お

ま 

い

り

を

お

待 

ち

し

て

い

ま 

す

。 
 

田

中

会

長

の

続

投

を

承

認

 

 

平

成

29
年

度

の

通

常

総

会

が

５

月

28
日

午

後

１

時

半

か

ら

す

み

れ

ホ

ー

ル

１

階

大

ホ

ー

ル

に

て

開

か

れ

ま

し

た

。 
 

当

日

の

参

加

出

席

者

数

は

72
名

（

委

任

状

提

出

数

976

名

）

で

、

議

長

選

出

の

あ

と

、

議

事

に

入

り

ま

し

た

。 

第

一

号

議

案

（

昨

年

の

事

業

活

動

報

告

）

、

 

第

二

号

議

案

（

収

支

決

算

報

告

、

特

別

会

計 

 

 

第

８

回

内

膳

町

防

災

会

総

会

 

 

平

成

29
年

度

内

膳

町

防

災

会

総

会

が

４

月

22
日

（

土

）

午

前

10
時

よ

り

す

み

れ

ホ

ー

ル

に

お

い

て

70
人

弱

の

出

席

者

の

中

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。 

忙

し

い

中

、

地

縁

団

体

内

膳

町

自

治

会

会

長

田

中

眞

幸

氏

、

橿

原

市

市

議

会

議

員

杉

井

康

夫

氏

、

橿

原

市

第

８

分

団

団

長

浅

井

孝

祐

氏

、

内

膳

善

寿

会

会

長

秦

哲

也

氏

ら

に

列

席

し

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

大

谷

会

長

よ

り

「

自

然

災

害

は

止

め

る

こ

と

は

出

来

な

い

が

、

災

害

被

害

を

少

し

で

も

軽

減

さ

せ

る

た

め

最

善

を

尽

く

す

必

要

性

が

有

る

。

日

々

訓

練

を

コ

ツ

コ

ツ

と

確

実

に

行

う

こ

と

が

大

事

で

有

る

。

」

と

の

挨

拶

が

あ

り

ま

し

た

。

そ

の

後

、

議

案

審

議

に

移

り

28
年

度

事

業

報

告

・

会

計

報

告

、

29
年

度

役

員

・

事

業

計

画

案

・

予

算

案

が

審

議

さ

れ

、

全

て

満

場

一

致

で

承

認

さ

れ

ま

し

た

。

総

会

終

了

後

、

岩

野

祥

子

理

学

博

士

に

よ

る

「

南

極

に

行

っ

て

生

き

方

が

変

わ

っ

た

」

～

南

極

観

測

隊

か

ら

防

災

士

へ

～

と

題

し

た

講

演

を

行

っ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

講

演

内

容

は

２

度

の

南

極

越

冬

体

験

の

中

で

の

極

寒

生

活

・

研

究

活

動

の

話

、

東

日

本

大

震

災

で

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

体

験

で

衝

撃

を

受

け

防

災

士

の

資

格

を

取

得

し

防

災

教

育

に

取

り

組

ん

だ

お

話

、

ま

た

「

食

べ

物

を

自

分

で

作

る

力

を

付

け

た

い

」

と

進

ん

だ

農

業

へ

の

道

等

々

約

１

時

間

の

講

演

を

行

っ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

生

き

る

力

や

命

の

大

切

さ

を

再

認

識

し

、

出

席

者

の

方

々

は

大

き

な

感

銘

を

受

け

ま

し

た

。 

 

平成 29 年度通常総会開催 

 

席

者

の

要

望

、

疑

問

点

な

ど

の

発

言

、

討

論

が

行

わ

れ

、

す

べ

て

の

議

案

が

承

認

さ

れ

ま

し

た

。

今

期

は

、

低

金

利

の

社

会

状

況

に

対

応

す

る

と

共

に

、

今

後

苦

し

く

な

る

と

考

え

ら

れ

る

財

政

収

支

を

見

据

え

て

、

又

自

治

会

館

す

み

れ

ホ

ー

ル

の

将

来

に

予

想

さ

れ

る

大

規

模

修

理

に

備

え

て

昨

年

よ

り

ス

タ

ー

ト

し

た

修

理

積

立

金

の

予

算

計

上

な

ど

含

め

な

が

ら

も

、

一

般

会

計

で

昨

年

度

よ

り

総

額

で

約

三

百

万

円

マ

イ

ナ

ス

の

収

入

及

び

支

出

の

予

算

案

が

提

示

承

認

さ

れ

ま

し

た

。

そ

し

て

よ

り

良

い

町

つ

く

り

、

住

み

良

い

町

つ

く

り

を

め

ざ

し

取 

り

組

ん

で

活

動

し

て 

い

く

こ

と

を

確

認

し 

ま

し

た

。

役

員

人

事 

に

関

し

て

、

規

約

第 

12
条

に

従

い

今

期

の 

会

長

に

は

田

中

眞

幸 

氏

が

引

き

続

い

て

、 

そ

の

職

に

指

名

承

認 

さ

れ

、

各

理

事

の

方 

々

も

公

表

の

次

第

と 

な

り

ま

し

た

。 

 

報

告

含

む

）

の

役

員

会

か

ら

の

説

明

報

告

に

続

き

第

三

号

議

案

（

今

年

度

の

内

膳

町

自

治

会

役

員

）

、

第

四

号

議

案

（

今

年

度

の

活

動

計

画

）

、

五

号

議

案

（

今

年

度

の

収

支

予

算

計

画

）

が

役

員

会

か

ら

提

示

さ

れ

た 

後

、

質

疑

応

答

、

出
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「平成 29 年度通常総会」第 1 面 
「会⻑挨拶」第 1 面 
「平成 29 年度専門部会名簿」第 1 面 
「平成 29 年度善寿会総会」第 2 面 
「内膳善寿会親睦旅⾏」第 3 面 
「晩成小資源回収」第 2 面 
「自治会溝掃除」第 2 面 
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「防災会 29 年度活動計画」第 4 面 
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★財産管理運営部会 
部会長 井上 吉夫 
副部会長 淵田 昌彦 
部会員 森澤 一 

〃  井上 喜夫 
〃  平岡 才治 
〃  桶谷 充廣 
〃  嶋本 隆央 

★安心安全環境部会 
部会長 小林 正雄 
副部会長 下田 吉美 
部会員 大谷 明雄 

〃  阪西 武男 
〃  浅井 孝祐 
〃  西田 崇行 
〃  杉井 祐介 

★自治委員部会 
部会長 上田 雅史 
副部会長 杉井 喜代秀 

 

部会員 野尻 悦子 
〃  鎌田 正也 
〃  高木 壮慈 
〃  森村 敏一 
〃  昆布 明壽 
〃  丹治 加代 
〃  米谷 善及 
〃  堀川 泰信 
〃  中澤 清文 
〃  木虎 靖男 
〃  畑  昌宏 
〃  竹上 勝 
〃  井上 稔 

★駐車場運営協議会 
委員長 田中 眞幸 
委 員 淵田 昌彦 
 〃  今里 昌樹 
 〃  上田 雅史 
 〃  下田 吉美 
 〃  井上 喜夫 

平

成

29
年

度

地

縁

団

体

内

膳

町

自

治

会

の

各

部

会

員

が

次

の

通

り

に

、

決

ま

り

ま

し

た

（

順

不

同

・

敬

称

略

）

一

年

間

色

々

な

地

域

行

事

に

ご

協

力

を

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

。  

防災会防災会防災会防災会    平成平成平成平成 22229999 年度活動計画年度活動計画年度活動計画年度活動計画    

    

内膳町防災会は 5 月 27 日（土）午前 10 時より町内に設

置されている消火器の点検・防災備品の点検整備を約 1 時

間行った後、11 時より役員会を開き活動内容の確認を行い

ました。 

【活動計画】 

・消火器の保守点検及びさくら公園防災倉庫内備品点検  

5 月 27 日（土） 
・晩成校区合同 晩成防災倉庫点検及び周辺草刈り 
  6 月 25 日（日） 
・防災学習（安心パ－ク） 7 月 15 日（土） 
・愛宕祭 模擬店出店協力 
  8 月 23 日（水）・24 日（木）・25 日（金） 
・第 7 回防災フェスティバル開催 
  9 月 30 日（土）または 10 月 1 日（日） 
・晩成校区合同 晩成防災倉庫点検及び周辺草刈り 

 10 月頃 
・晩成校区防災会 合同訓練  12 月頃 
・年末特別パトロ－ル活動（近鉄八木駅周辺重点防犯防災

関連協議会）12 月末およそ 3 日間 
・防災学習  2 月頃 
・町内夜間パトロ－ル（地縁団体内膳町自治会と合同）  

毎月第 4 土曜日 
以上 29 年度の活動計画を決めました。 

 

開催催 7777 月月月月 23232323日日日日（（（（日日日日）））） 

時 間 午前 11111111 時～午後 5555時  

場 所 内膳大師堂内膳大師堂内膳大師堂内膳大師堂(２丁目) 
 

毎年恒例の地蔵菩薩（お地蔵さん）の祭り、

「地蔵盆」が7月23日に営まれます。当日は、

諦聴寺のご住職により読経があげられます。 

（読経は午前 11 時～）お子様にはおみやげを

用意していますので、ぜひ皆様でおいでくだ

さい。 
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軽軽軽軽

自

動

車

自

動

車

自

動

車

自

動

車

のののの

リ

ー

ス

リ

ー

ス

リ

ー

ス

リ

ー

ス

契

約

契

約

契

約

契

約    

    

地

縁

団

体

内

膳

町

自

治

会

は

、

長

年

各

種

行

事

の

た

び

に

、

個

人

様

の

自

動

車

を

そ

の

都

度

お

借

り

し

て

、

品

物

の

運

搬

に

無

料

で

使

用

さ

せ

て

い

た

だ

い

て

き

ま

し

た

が

、

諸

般

の

社

会

情

勢

か

ら 

役

員

会

の

協

議

の

末

、

 

自

治

会

と

し

て

の

運 
搬

車

の

必

要

性

か

ら

、

 
軽

自

動

車

を

購

入

す 

る

こ

と

に

し

ま

し

た

。

 

作

業

と

運

搬

効

率

の 

良

い

貨

物

車

ボ

ッ

ク 

ス

タ

イ

プ

を

選

択

し 

ま

し

た

。

そ

し

て

他

の 

団

体

に

も

必

要

が

あ 

れ

ば

貸

し

出

し

す

る 

予

定

で

す

。 

安

心

安

全

環

境

部

会

だ

よ

り

 

  

す

み

れ

ホ

ー

ル

前

に

建

設

中

の

ホ

テ

ル

・

分

庁

舎

横

の

道

路

の

南

側

に

建

っ

て

い

る

電

柱

３

本

の

う

ち

２

本

が

地

中

化

さ

れ

る

予

定

で

、

そ

の

工

事

が

６

月

５

日

か

ら

来

年

の

１

月

31
日

ま

で

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

完

成

す

れ

ば

分

庁

舎

側

に

街

路

灯

が

建

て

ら

れ

、

夜

間

も

明

る

い

通

り

に

な

り

ま

す

。 

 

ま

た

、

防

犯

カ

メ

ラ

に

関

し

て

は

、

現

在

19
か

所

26
台

の

カ

メ

ラ

が

作

動

し

て

お

り

、

今

年

度

は

３

か

所

に

新

し

く

設

置

予

定

で

す

。 

 

橿

原

警

察

署

よ

り

、

防

犯

カ

メ

ラ

の

効

果

で

内

膳

町

内

の

犯

罪

が

減

少

し

た

と

の

話

も

あ

り

ま

す

。

こ

れ

か

ら

も

、

安

心

安

全

な

町

、

内

膳

町

を

目

指

し

て

活

動

し

て

い

き

ま

す

。 

クイズ：ここはどこですか？（正解は 4面） 

晩

成

小

学

校

資

源

回

収

晩

成

小

学

校

資

源

回

収

晩

成

小

学

校

資

源

回

収

晩

成

小

学

校

資

源

回

収    

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

ごごごご

協

力

協

力

協

力

協

力

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た    

 

晩

成

小

学

校

で

は

年

に

２

回

、

春

と

秋

に

資

源

回

収

が

行

わ

れ

ま

す

。

 

６

月

10

日

(

土

)

早

朝

よ

り

、

晩

成

小

学

校

主

催

の

資

源

回

収

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

地

元

の

内

膳

Ｐ

Ｔ

Ａ

は

マ

マ

チ

ャ

リ

、

マ

イ

カ

ー

を

使

用

し

て

回

収

作

業

を

行

い

決

め

ら

れ

た

場

所

に

集

め

ま

す

。

今

回

も

た

く

さ

ん

の

古

新

聞

、

ダ

ン

ボ

ー

ル

、

雑

誌

な

ど

が

集

め

ら

れ

ま

し

た

。

 

資

源

回

収

で

得

た

お

金

と

ほ

ぼ

同

額

の

報

償

金

が

橿

原

市

か

ら

支

払

わ

れ

ま

す

。

資

源

回

収

は

約

三

十

人

の

晩

成

小

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

が

中

心

と

な

り

全

保

護

者

が

協

力

し

て

行

わ

れ

ま

す

。

回

収

当

日

は

小

学

校

の

先

生

方

も

多

数

参

加

さ

れ

ま

す

。

 

 

資

源

回

収

で

得

ら

れ

た

お

金

は

学

校

図

書

や

備

品

の

購

入

、

ま

と

ま

っ

た

お

金

が

必

要

に

な

る

修

繕

な

ど

の

た

め

に

積

み

立

て

ら

れ

て

い

ま

す

。

各

家

庭

の

不

用

品

の

ご

提

供

に

ご

協

力

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

 

テ 

平

成

29

年

度

 

内

膳

善

寿

会

総

会

 

 
平

成

29
年

度

内

膳

善

寿

会

の

総

会

が

４

月

23
日

（

日

）

午

前

11
時

よ

り

内

膳

町

す

み

れ

ホ

ー

ル

に

て

、

会

員

50
名

弱

の

出

席

者

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

来

賓

に

は

、 

地

縁

団

体

内

膳

町

自

治

会

会

長

・

田

中

眞

幸 

橿

原

市

市

会

議

員

 

杉

井

康

夫 

内

膳

町

防

災

会

会

長

 

大

谷

明

雄

（

敬

称

略

） 

を

招

き

、

秦

内

膳

善

寿

会

会

長

の

あ

い

さ

つ

の

の

ち

、

来

賓

の

各

氏

よ

り

あ

い

さ

つ

が

あ

り

、

 
 

引

き

続

き

議

案

の

審

議

が

行

わ

れ

ま

し

た

。 

平

成

28
年

度

 

活

動

実

績

報

告 

平

成

28
年

度

 

収

支

決

算

報

告

及

び 

会

計

監

査

報

告 

平

成

29
年

度

 

役

員

承

認

（

前

期

よ

り

継

続

） 

平

成

29
年

度

 

活

動

事

業

案 

議

案

は

全

て

満

場

一

致

で

承

認

さ

れ

、

そ

の

後 

恒

例

の

懇

親

会

に

移

り

、

皆

様

楽

し

く

歓

談

さ

れ

無

事

本

年

度

総

会

は

終

了

い

た

し

ま

し

た

。 

平

成

29
年

４

月

１

日

現

在

の

善

寿

会

会

員

数

は

、

男

性

会

員

 

41
名

 

女

性

会

員

 

23
名 

名

誉

会

員

 

４

名

 

の

計

68
名

で

す 

 
 

内

膳

善

寿

会

旅

行

記

 

 

内

膳

善

寿

会

は

、

毎

年

楽

し

み

に

し

て

い

る

年

１

回

の

旅

行

を

、

６

月

11
日

～

12
日

に

か

け

て

実

施

し

ま

し

た

。

今

年

は

21
名

の

参

加

者

が

、

バ

ス

で

信

州

飯

田

方

面

に

出

か

け

ま

し

た

。 

内

膳

町

す

み

れ

ホ

ー

ル

を

11
日

朝

８

時

30
分

頃

出

発

。

名

古

屋

市

を

経

由

し

、

途

中

で

木

曽

妻

籠

宿

の

散

策

。

さ

ら

に

木

工

細

工

工

場

の

見

学

を

し

て

天

竜

水

神

温

泉

に

宿

泊

し

ま

し

た

。

翌

日

は

飯

田

市

の

杵

原

学

校

（

有

形

文

化

財

）

の

見

学

、

同

市

の

元

善

光

寺

（

長

野

市

に

あ

る

善

光

寺

の

元

ら

し

い

寺

）

の

仏

参

拝

と

僧

侶

の

講

話

を

聴

き

、

南

ア

ル

プ

ス

の

山

々

の

景

色

や

、

途

中

サ

ー

ビ

ス

エ

リ

ア

で

休

憩

な

ど

楽

し

み

な

が

ら

午

後

６

時

ご

ろ

無

事

に

地

元

に

帰

り

ま

し

た

。

美

味

し

い

食

事

と

ゆ

っ

た

り

と

し

た

温

泉

で

、

充

分

に

英

気

を

養

え

た

旅

と

な

り

ま

し

た

。 

 

            

内

膳

善

寿

会

で

は

常

時

会

員

を

募

集

 

し

て

お

り

ま

す

 

唄

有

り

 

ス

ポ

ー

ツ

有

り

 

芸

術

有

り

 

み

ん

な

で

集

い

ま

せ

ん

か

 

60

歳

以

上

の

方

な

ら

 

男

女

を

問

い

ま

せ

ん

 

入

会

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

 

詳

し

く

は

 

 
 

高

林

☎

２

２

ᴾ

２

７

１

５

ま

で

 

町

内

一

斉

清

掃

が

行

わ

れ

ま

し

た

 

６

月

４

日

（

日

）

晴

天

の

下

、

溝

掃

除

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

 

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

か

し

は

ら

よ

り

、

２

ト

ン

ダ

ン

プ

車

８

台

と

パ

ッ

カ

ー

車

１

台

が

到

着

、

自

治

委

員

が

分

乗

し

各

町

内

の

泥

や

土

・

草

等

の

集

め

ら

れ

た

所

へ

案

内

し

ま

し

た

。

予

定

の

台

数

で

回

収

し

き

れ

ず

、

ダ

ン

プ

を

追

加

配

車

、

昨

年

以

上

の

ご

み

が

集

ま

り

ま

し

た

。

 

早

朝

よ

り

各

地

域

で

、

梅

雨

の

時

期

前

少

し

で

も

、

 

排

水

が

円

滑

に

、

そ

し

て

、

泥

水

が

あ

ふ

れ

出

な

い

よ

う

に

と

、

先

人

た

ち

か

ら

の

教

え

に

従

い

、

相

当

以

前

か

ら

こ

の

時

期

に

溝

掃

除

が

行

わ

れ

て

き

ま

し

た

。

今

年

も

自

治

会

の

活

動

の

一

つ

と

し

て

、

各

委

員

が

主

体

と

な

り

、

数

週

間

前

か

ら

打

ち

合

わ

せ

会

議

を

行

い

、

準

備

を

重

ね

た

結

果

、

今

回

も

非

常

に

ス

ム

ー

ス

に

清

掃

作

業

、

回

収

作

業

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

 

 

11
月

末

予

定

の

、

内

膳

町

ク

リ

ー

ン

デ

ー

に

も

ま

た

ご

協

力

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

。 


